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12 条－2.2－1 

2.2 安全施設の共用・相互接続 

設置許可基準規則第 12 条第 6 項及び第 7 項に対する基準適合性を説明する。 

 

2.2.1 共用・相互接続設備の抽出 

設置許可基準規則第 12 条の解釈において，以下の記載がなされている。 

 

１ 第 1 項に規定する「安全機能の重要度に応じて、安全機能が確保されたも

の」については，「発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関

する審査指針」による。ここで，当該指針における「安全機能を有する構

築物、系統及び機器」は本規定の「安全施設」に読み替える。 

１１ 第 6項に規定する「重要安全施設」については，「発電用軽水型原子炉

施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針」においてクラス MS-1 に

分類される下記の機能を有する構築物等を対象とする 。 

・原子炉の緊急停止機能 

・未臨界維持機能 

・原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧防止機能 

・原子炉停止後の除熱機能 

・炉心冷却機能 

・放射性物質の閉じ込め機能並びに放射線の遮蔽及び放出低減機能（た

だし、可搬型再結合装置及び沸騰水型発電用原子炉施設の排気筒（非

常用ガス処理系排気管の支持機能を持つ構造物）を除く。） 

・工学的安全施設及び原子炉停止系への作動信号の発生機能 

・安全上特に重要な関連機能（ただし、原子炉制御室遮蔽、取水口及び

排水口を除く。） 

 

これらの要求により，設置許可基準規則第 12 条第 6 項及び第 7 項の対象と

なる系統は，「発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査

指針」（重要度分類指針）に示される安全機能を有する構築物，系統及び機器

（安全施設）となる。 

 

安全施設については，2基以上の発電用原子炉施設間で共用する場合は，発

電用原子炉施設の安全性を損なうことのない設計としており，設置許可基準規

則第 12 条第 7 項の共用設備に関する規則に適合することを確認した。また，

設置許可基準規則第 12 条第 7 項の相互接続設備に関する規則については，復

水補給水系等が該当する系統であるが，同様に発電用原子炉施設の安全性を損

なうことのない設計としており，適合することを確認した。 



12 条－2.2－2 

ただし，可燃性ガス濃度制御系の可搬式再結合装置については，常設設備に

変更し，かつ発電用原子炉施設間で共用しない設計に変更する。詳細を 2.2.3

に示す。 

 

一方，安全施設のうち重要安全施設については，該当する構築物等のうち， 

・安全上特に重要な関連機能を有する中央制御室（下部中央制御室を除く） 

・安全上特に重要な関連機能を有する中央制御室換気空調系（下部中央制御

室の換気を除く） 

が 2基以上の発電用原子炉施設間で共用する施設， 

・安全上特に重要な関連機能を有する非常用交流電源系 

が 2 基以上の発電用原子炉施設間で相互に接続する施設となる。これらの施

設については，共用又は相互に接続することで安全性が向上することから，設

置許可基準規則第 12 条第 6項に適合することを確認した。 

 

これらの確認を行うにあたり，柏崎刈羽原子力発電所 6 号及び 7 号炉にお

いて，重要度分類指針に示される安全施設の中から 2 基以上の発電用原子炉

施設間で共用する系統を抽出した結果を別紙 2-1 に示す。系統の抽出にあた

っては，「安全機能を有する電気・機械装置の重要度分類指針」（JEAG4612-

2010，社団法人日本電気協会）及び「安全機能を有する計測制御装置の設計指

針」（JEAG4611-2009，社団法人日本電気協会）を参考とし，図 2.2.1-1 に示

す抽出フローに従って実施した。抽出された対象施設の一覧を表 2.2.1-1 に示

す。また，抽出した系統の概略図を別紙 2-2 に示す。 
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図 2.2.1-1 共用又は相互接続している安全施設の抽出フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 6号及び 7号炉の 

全ての構築物，系統又は機器 

安全施設 

（MS-1,2,3，PS-1,2,3 のいずれかに該当） 

重要安全施設か 

共用又は相互接続 
している設備か 

共用又は相互接続 
している設備か 

対象施設 

（重要安全施設） 

対象施設 

（安全施設（重要安全

施設を除く。）） 

対象外 対象外 

Yes 

No 

Yes Yes 

No No 

設置許可基準規則 第 12 条第 6項 

技術基準規則   第 15 条第 5項 

（共用化にて「安全性向上」） 

設置許可基準規則 第 12 条第 7項 

技術基準規則   第 15 条第 6項 

（共用化にて「安全性を損なわない」） 



12 条－2.2－4 

表 2.2.1-1 共用・相互接続設備の抽出結果一覧（1/2） 

共用・相互接続設備 重要度分類 共用／相互接続 

重要安全施設 

・中央制御室（下部中央制御室を除く） MS-1 共用 

・中央制御室換気空調系（下部中央制

御室の換気を除く） 

MS-1 共用 

・非常用交流電源系 MS-1 相互接続 

安全施設（重要安全施設を除く。） 

・中央制御室遮蔽 MS-1 共用 

・使用済燃料プール（使用済燃料貯蔵

ラックを含む） 

・燃料プール冷却浄化系 

・燃料取替機 

・原子炉建屋クレーン 

・燃料プール冷却浄化系の燃料プール

入口逆止弁 

PS-2 

 

PS-3 

PS-2 

PS-2 

MS-2 

共用 

・圧力抑制室プール水排水系 

（圧力抑制室プール水サージタンク，

ポンプ等） 

PS-3 共用 

・液体廃棄物処理系 

（低電導度廃液系，高電導度廃液系） 

PS-3 共用 

・固体廃棄物処理系 

（原子炉冷却材浄化系粉末樹脂沈降分

離槽，使用済樹脂槽，濃縮廃液タン

ク，固体廃棄物処理系固化装置，固

体廃棄物処理建屋，固体廃棄物貯蔵

庫） 

PS-3 共用 

・焼却炉建屋 PS-3 共用 

・使用済燃料輸送容器保管建屋 PS-3 共用 

・取水設備 

・放水設備 

PS-3 

PS-3 

共用 
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表 2.2.1-1 共用・相互接続設備の抽出結果一覧（2/2） 

共用・相互接続設備 重要度分類 共用／相互接続 

安全施設（重要安全施設を除く。） 

・500kV 送電線及び 154kV 送電線 

・変圧器 

（起動用開閉所変圧器，起動変圧器，

予備電源変圧器，工事用変圧器，

共通用高圧母線，共通用低圧母線） 

（油劣化防止装置，冷却装置を含む） 

・開閉所 

（超高圧開閉所機器，起動用開閉所

機器，154kV 開閉所機器） 

PS-3 

PS-3 

 

 

 

 

PS-3 

共用 

・所内ボイラ設備 

・所内蒸気系及び戻り系 

PS-3 

PS-3 

共用 

・不活性ガス系 MS-3 共用 

・5号炉原子炉建屋内緊急時対策所 MS-3 共用 

・通信連絡設備 MS-3 共用 

・放射線監視設備 

（固定モニタリング設備，気象観測

設備） 

MS-3 共用 

・放射線監視設備 

（焼却炉建屋排気筒放射線モニタ，

焼却炉建屋放射線モニタ） 

MS-3 共用 

・津波監視カメラ MS-3 共用 

・消火系 

（圧力調整用消火ポンプ，電動駆動

消火ポンプ，ディーゼル駆動消火

ポンプ，ろ過水タンク，防火扉等） 

MS-3 共用 

・安全避難通路 

・非常用照明 

MS-3 

MS-3 

共用 

・復水貯蔵槽 

・復水補給水系 

PS-3 

PS-3 

相互接続 

・計装用圧縮空気系 

・計装用圧縮空気設備 

MS-3 

PS-3 

相互接続 

 

これらの確認において，「安全性を損なうことのない」こと，及び「安全性
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が向上する」ことの判断基準は以下の通りとした。 

・「安全性を損なうことのない」こと 

：共用又は相互に接続することによって，要求される安全機能が阻害され

ることがないよう配慮していること 

・「安全性が向上する」こと 

：各設備に要求される安全機能を満たしつつ，共用又は相互に接続するこ

とのメリットを期待できるよう配慮していること 

詳細を 2.2.2 以降で示す。 
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2.2.2 基準適合性（可燃性ガス濃度制御系を除く） 

2.2.2.1 重要安全施設 

表 2.2.1-1 に示す通り，重要安全施設のうち，2基以上の発電用原子炉施設

間で共用する施設として， 

・中央制御室（下部中央制御室を除く） 

・中央制御室換気空調系（下部中央制御室の換気を除く） 

2 基以上の発電用原子炉施設間で相互に接続する施設として， 

・非常用交流電源系 

がある。 

これらの施設について，共用又は相互接続による安全性への影響を確認した

結果を表 2.2.2-1 及び表 2.2.2-2 に示す。 

 

表 2.2.2-1 重要安全施設 共用の適切性（1/2） 

共用設備 重要度

分類 

共用により安全性が向上することの説明 

中央制御室 

（下部中央制御室

を除く） 

MS-1 （6,7 号炉共用） 

 

6 号炉中央制御室（下部中央制御室を除く）及び

7号炉中央制御室（下部中央制御室を除く）は，

それぞれの空間に対して要求される安全機能を

満たすとともに，共用することで，下記の通り安

全性が向上する。 

 

○運転員の融通等 

各号炉で必要な人員を確保したうえで，共用に

より 6，7号炉中央制御室を自由に行き来できる

空間とすることにより，片方の号炉で事故等が発

生した場合の人員融通を可能にするとともに，両

方の号炉で事故等が発生した場合にお互いの号

炉での対応状況を参考としたより適切な対応が

可能となることから，安全性が向上する。 

 

 

 

 

 



12 条－2.2－8 

表 2.2.2-1 重要安全施設 共用の適切性（2/2） 

共用設備 重要度

分類 

共用により安全性が向上することの説明 

中央制御室換気空

調系 

（下部中央制御室

の換気を除く） 

MS-1 （6,7 号炉共用） 

 

6 号炉中央制御室換気空調系（下部中央制御室の

換気を除く）及び 7 号炉中央制御室換気空調系

（下部中央制御室の換気を除く）は，要求される

安全機能をそれぞれ満たすとともに，共用するこ

とで，下記の通り安全性が向上する。 

 

○更なる多重性の確保 

各換気空調系（下部中央制御室の換気を除く）

は，共用空間である 6号炉中央制御室（下部中央

制御室を除く）及び 7号炉中央制御室（下部中央

制御室を除く）に対して，100％容量のものを 2

系統ずつ設置しており，共用により多重性を確保

することから，安全性が向上する。 

また，2.1.4 において，設置許可基準規則第 12

条の解釈に従い単一故障を仮定しないこととし

た各号炉単一設計の再循環フィルタについても，

共用により多重性を確保することから，安全性が

向上する。 
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表 2.2.2-2 重要安全施設 相互接続の適切性 

相互接続設備 重要度

分類 

相互接続により安全性が向上することの説明 

非常用交流電源系 MS-1 （5,6,7 号炉相互接続） 

 

6号炉非常用交流電源系及び7号炉非常用交流電

源系は，要求される安全機能をそれぞれ満たすと

ともに，5,6,7 号炉の非常用モーターコントロー

ルセンターを連絡ケーブルにて相互に接続する

ことで，下記の通り安全性が向上する。 

 

○電源の融通 

通常時は，5,6,7 号炉間連絡ケーブルの両端の

遮断器を開放するにより，6号炉非常用交流電源

系及び 7 号炉非常用交流電源系の分離を図って

おり，非常用交流電源系としての技術的要件が満

たされなくなることのない設計としている。その

うえで，重大事故等発生時においては，5,6,7 号

炉間連絡ケーブルの両端の遮断器を投入するこ

とにより，迅速かつ安全に電源融通を可能とする

設備であることから，安全性が向上する。 

 

表 2.2.2-1 及び表 2.2.2-2 の通り，共用又は相互に接続することで安全性が

向上することから，設置許可基準規則第 12条第 6項に適合することを確認した。 
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2.2.2.2 安全施設（重要安全施設を除く） 

表 2.2.1-1 に示す通り，重要安全施設を除く安全施設のうち，2基以上の発

電用原子炉施設間で共用する施設は以下の通りである。 

・中央制御室遮蔽 

・使用済燃料プール（使用済燃料貯蔵ラックを含む） 

・燃料プール冷却浄化系，燃料プール冷却浄化系の燃料プール入口逆止弁 

・燃料取替機 

・原子炉建屋クレーン 

・圧力抑制室プール水排水系 

（圧力抑制室プール水サージタンク，ポンプ等） 

・液体廃棄物処理系（低電導度廃液系，高電導度廃液系） 

・固体廃棄物処理系 

（原子炉冷却材浄化系粉末樹脂沈降分離槽，使用済樹脂槽， 

濃縮廃液タンク，固体廃棄物処理系固化装置，固体廃棄物処理建屋， 

固体廃棄物貯蔵庫） 

・焼却炉建屋 

・使用済燃料輸送容器保管建屋 

・取水設備 

・放水設備 

・500kV 送電線及び 154kV 送電線 

・変圧器 

（起動用開閉所変圧器，起動変圧器，予備電源変圧器，工事用変圧器， 

共通用高圧母線，共通用低圧母線） 

（油劣化防止装置，冷却装置を含む） 

・開閉所 

（超高圧開閉所機器，起動用開閉所機器，154kV 開閉所機器） 

・所内ボイラ設備 

・所内蒸気系及び戻り系 

・不活性ガス系 

・5号炉原子炉建屋内緊急時対策所 

・通信連絡設備（1号，2号，3号，4号，5 号，6号及び 7号炉共用，6号及

び 7号炉共用） 

・放射線監視設備 

（固定モニタリング設備，気象観測設備， 

焼却炉建屋排気筒放射線モニタ，焼却炉建屋放射線モニタ） 

・津波監視カメラ 
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・消火系 

（圧力調整用消火ポンプ，電動駆動消火ポンプ， 

ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水タンク，防火扉等） 

・安全避難通路 

・非常用照明 

これらの施設のうち， 

・焼却炉建屋 

・5号炉原子炉建屋内緊急時対策所 

・通信連絡設備（6号及び 7号炉共用） 

・津波監視カメラ 

・消火系（防火扉等） 

を除く施設については，共用により安全性を損なわない設計とすることで，設

置（変更）許可を得ている。 

共用による安全性への影響を確認した結果を表 2.2.2-3 に示す。 
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表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（1/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・中央制御室遮蔽 MS-1 （6,7 号炉共用） 

 

6号炉中央制御室及び7号炉中央制御室内の運転

員を防護するための設備であり，一体となった遮

蔽を条件として居住性評価を行って，要求される

安全機能を達成できることを確認している。従っ

て，安全性を損なうことはない。 

・使用済燃料プー

ル（使用済燃料

貯蔵ラックを含

む） 

・燃料プール冷却

浄化系 

・燃料取替機 

・原子炉建屋クレ

ーン 

・燃料プール冷却

浄化系の燃料プ

ール入口逆止弁 

PS-2 

 

 

 

PS-3 

 

PS-2 

PS-2 

 

MS-2 

（6 号炉：1,2,5,6 号炉共用 

7 号炉：1,2,5,7 号炉共用） 

 

1,2,5,6号炉の使用済燃料を6号炉の使用済燃料

プールに，1,2,5,7 号炉の使用済燃料を 7号炉の

使用済燃料プールに貯蔵することが可能な設計

としているが，設備容量の範囲内で運用するた

め，冷却能力が不足する等は発生せず，安全性を

損なうことはない。（※1） 

 

なお，6号炉燃料は 6号炉使用済燃料プールのみ

に，7号炉燃料は 7号炉使用済燃料プールのみに

貯蔵可能な設計としている。 

（※1）使用済燃料の号炉間輸送に用いる使用済燃料構内輸送容器については，

「核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則」にお

ける技術上の基準に適合した容器（核燃料輸送物設計承認及び容器承認

を取得した容器）を用いることから，発電用原子炉施設としての重要度

分類は対象外である。なお，本容器は号炉に関わらず使用するものであ

り，号炉間輸送時は実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則第 88

条（工場又は事業所において行われる運搬）を遵守し，輸送を行うこと

から，事業所外運搬と同様に安全性が損なわれることはない。 
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表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（2/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・圧力抑制室プー

ル水排水系（圧

力抑制室プール

水サージタン

ク，ポンプ等） 

PS-3 （5,6,7 号炉共用） 
 

各号炉に必要な容量を確保しており，何らかの要

因で個別号炉側の設備が損傷した場合にも，号炉

間接続部の弁を閉操作することにより隔離でき

る。従って，安全性を損なうことはない。 

ただし，圧力抑制室プール水サージタンクは溢水

対策完了までの間，運用を停止することとしてい

る。 

・液体廃棄物処理

系（低電導度廃

液系，高電導度

廃液系） 

PS-3 （低電導度廃液系：6,7 号炉共用 

高電導度廃液系：5,6,7 号炉共用） 
 

液体廃棄物処理系はその性状に応じて処理する

設計としており，その処理容量は共用対象号炉に

おける合計の予想発生量を考慮して設計してい

る。また，何らかの要因で個別号炉側の設備が損

傷した場合にも，号炉間接続部の弁を閉操作する

ことにより隔離できる。従って，安全性を損なう

ことはない。（※2） 

・固体廃棄物処理

系（原子炉冷却

材浄化系粉末樹

脂沈降分離槽，

使用済樹脂槽，

濃縮廃液タン

ク，固体廃棄物

処理系固化装

置，固体廃棄物

処理建屋，固体

廃棄物貯蔵庫） 

PS-3 （原子炉冷却材浄化系粉末樹脂沈降分離槽 

：6,7 号炉共用 

使用済樹脂槽：6,7 号炉共用 

濃縮廃液タンク：5,6,7 号炉共用 

固体廃棄物処理系固化装置：5,6,7 号炉共用 

固体廃棄物処理建屋：1～7号炉共用 

固体廃棄物貯蔵庫：1～7号炉共用） 
 

固体廃棄物処理系はその性状に応じて処理する

設計としており，その処理容量は共用対象号炉に

おける合計の予想発生量を考慮して設計してい

るため，安全性を損なうことはない。（※2） 

（※2）集中監視制御を行う 5号炉廃棄物処理系制御室については，居住性の

確保等の安全機能を有する施設ではないことから，発電用原子炉施設

としての重要度分類は対象外である。 



12 条－2.2－14 

表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（3/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・焼却炉建屋 PS-3 （1～7 号炉共用） 
 

焼却炉建屋は共用対象号炉における合計の予想

発生量を考慮して処理及び保管容量を設計して

いるため,安全性を損なうことはない。 

・使用済燃料輸送

容器保管建屋 

PS-3 （1～7 号炉共用） 

 

使用済燃料輸送容器保管建屋は設備容量の範囲

内で運用するため，安全性を損なうことはない。 

・取水設備 

・放水設備 

PS-3 

PS-3 

（5,6,7 号炉共用） 
 

各号炉に必要な容量を確保しており，取水を阻害

する等の悪影響のない設計としているため，安全

性を損なうことはない。 
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表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（4/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・500kV 送電線及

び 154kV 送電線 

・変圧器（起動用

開閉所変圧器，

起動変圧器，予

備電源変圧器，

工事用変圧器，

共通用高圧母

線，共通用低圧

母線） 

（油劣化防止装

置，冷却装置を

含む） 

・開閉所（超高圧

開閉所機器，起

動用開閉所機

器，154kV 開閉

所機器） 

PS-3 

 

PS-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PS-3 

（500kV 送電線及び 154kV 送電線：1～7号炉共用 

起動用開閉所変圧器：1～7号炉共用 

起動変圧器：6,7 号炉共用 

予備電源変圧器：1～7号炉共用 

工事用変圧器：6,7 号炉共用 

共通用高圧母線：6,7 号炉共用 

共通用低圧母線：6,7 号炉共用 

超高圧開閉所機器：1～7号炉共用 

起動用開閉所機器：1～7号炉共用 

154kV 開閉所機器：1～7号炉共用） 
 

各号炉に必要な容量を確保しているため，安全性

を損なうことはない。 

ただし，予備電源変圧器については，各号炉の非

常用ディーゼル発電機 1 系統分の電源を供給で

きる容量を確保している。 
 

外部電源の受電ルートには遮断器を設け，電気事

故が発生した場合，故障箇所を隔離し，他の系統

への影響を及ぼさない設計としている。共用箇所

の故障により外部電源を受電できなくなった場

合は，非常用ディーゼル発電機により各号炉の非

常用所内電源系に給電する。 
 

なお，6号炉非常用高圧母線と 7号炉非常用高圧

母線は，重大事故等対処設備である緊急用高圧母

線を介して相互にケーブルが接続されているが，

遮断器を設け，電気事故が発生した場合，故障箇

所を隔離し，他の号炉への影響を及ぼさない設計

としている。 
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表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（5/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・所内ボイラ設備 

・所内蒸気系及び

戻り系 

PS-3 

PS-3 

（5,6,7 号炉共用） 

 

各号炉に必要な容量を確保している。また，何ら

かの要因で個別号炉側の設備が損傷した場合に

も，号炉間接続部の弁を閉操作することにより隔

離できる。従って，安全性を損なうことはない。 

・不活性ガス系 MS-3 （5,6,7 号炉共用） 

 

各号炉に必要な容量を確保している。また，何

らかの要因で個別号炉側の設備が損傷した場合

にも，号炉間接続部の弁を閉操作することによ

り隔離できる。従って，安全性を損なうことは

ない。 

・5 号炉原子炉建

屋内緊急時対策

所 

MS-3 （5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所 

：6,7 号炉共用） 

 

共用対象号炉に対して同時に対応するために必

要な機能及び居住性を有しているため，安全性を

損なうことはない。 

・通信連絡設備（1

号，2号，3号，

4号，5号，6号

及び 7 号炉共

用，6号及び7号

炉共用） 

MS-3 （平成 22 年 4 月 19 日設置変更許可後に設置し

たもの：6,7 号炉共用 

上記以外：1～7号炉共用） 

 

共用対象号炉内で同時に通信・通話するために

必要な仕様を満足する設備としているため，安

全性を損なうことはない。 

・放射線監視設備

（固定モニタリ

ング設備，気象

観測設備） 

MS-3 （1～7 号炉共用） 

 

共用対象号炉内で共通の対象である発電所周辺

の放射線等を監視するための設備であり，監視に

必要な仕様を満足する設備としているため，安全

性を損なうことはない。 
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表 2.2.2-3 安全施設 共用の適切性（6/6） 

共用設備 
重要度

分類 
共用により安全性を損なわないことの説明 

・放射線監視設備

（焼却炉建屋排

気筒放射線モニ

タ，焼却炉建屋

放射線モニタ） 

MS-3 （1～7 号炉共用） 
 

発電所内に 2 つある焼却炉建屋にそれぞれ設置

しており，共用対象号炉内で共通の対象である共

用エリアにおける放射線量率等を測定する設備

であり，測定に必要な仕様を満足する設備として

いるため，安全性を損なうことはない。 

・津波監視カメラ MS-3 （6,7 号炉共用） 
 

津波監視カメラは,監視に必要な要件を満足する

仕様としており,隣接する共用対象号炉に迫る自

然現象（津波含む）を共通事項として把握する設

備としているため,安全性を損なうことはない。 

・消火系（圧力調

整用消火ポン

プ，電動駆動消

火ポンプ，ディ

ーゼル駆動消火

ポンプ，ろ過水

タンク，防火扉

等） 

MS-3 （圧力調整用消火ポンプ：5,6,7 号炉共用 

電動駆動消火ポンプ：5,6,7 号炉共用 

ディーゼル駆動消火ポンプ：5,6,7 号炉共用 

ろ過水タンク：5,6,7 号炉共用 及び 

       1～7 号炉共用 

防火扉等：6,7 号炉共用） 
 

各ポンプ及びタンクは，各号炉の消火活動に必要

な容量を確保している。また，何らかの要因で個

別号炉側の設備が損傷した場合にも，号炉間接続

部の弁を閉操作することにより隔離できる。従っ

て，安全性を損なうことはない。 

 

防火扉等は，共用対象号炉内で共通の対象を防護

するために必要な耐火能力を有する設計として

いるため，安全性を損なうことはない。 

・安全避難通路 

・非常用照明 

MS-3 

MS-3 

（6,7 号炉共用） 
 

安全に避難するために使用するものであり，共用

対象号炉内で同時に避難するために必要な仕様

を満足する設備としているため，安全性を損なう

ことはない。 
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また，表 2.2.1-1 に示す通り，重要安全施設を除く安全施設のうち，2基以

上の発電用原子炉施設間で相互に接続する施設は以下の通りである。 

・復水貯蔵槽，復水補給水系 

・計装用圧縮空気系，計装用圧縮空気設備 

 

これらの施設について，相互接続による安全性への影響を確認した結果を表

2.2.2-4 に示す。 

 

表 2.2.2-4 安全施設 相互接続の適切性 

相互接続設備 
重要度

分類 

相互接続により安全性を損なわないことの 

説明 

・復水貯蔵槽 

・復水補給水系 

PS-3 

PS-3 

（6,7 号炉相互接続） 

 

各号炉で要求される安全機能をそれぞれ満たす

容量を確保するとともに，何らかの要因で一方の

号炉で損傷が発生した場合にも号炉間接続部の

弁は常時閉であるため，安全性を損なうことはな

い。 

連絡時においても，各号炉にて設計された圧力に

差異はないことから，安全性を損なうことはな

い。 

・計装用圧縮空気

系 

・計装用圧縮空気

設備 

MS-3 

 

PS-3 

（5,6,7 号炉相互接続） 

 

各号炉で要求される安全機能をそれぞれ満たす

容量を確保するとともに，何らかの要因で一方の

号炉で損傷が発生した場合にも号炉間接続部の

弁は常時閉であるため，安全性を損なうことはな

い。 

連絡時においても，各号炉にて設計された圧力に

差異はないことから，安全性を損なうことはな

い。 

 

表 2.2.2-3 及び表 2.2.2-4 の通り，共用又は相互に接続することで安全性を

損なわないことから，設置許可基準規則第 12 条第 7項に適合することを確認し

た。 
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2.2.3 基準適合性（可燃性ガス濃度制御系） 

可燃性ガス濃度制御系は，図 2.2.3-1 に示す通り，6号及び 7号炉共用の可

搬式再結合装置を採用している。 

 

 

図 2.2.3-1 可燃性ガス濃度制御系 系統概略図（変更前） 

 

しかし，本系統については，図 2.2.3-2 に示す通り，単一設計となっている

配管の二重化を行うとともに，再結合装置を各号炉 1台ずつ追加し，かつ常設

設備に変更することとしている。 

 

 

図 2.2.3-2 可燃性ガス濃度制御系 系統概略図（変更後） 

 

従って，2基以上の発電用原子炉施設間で共用又は相互に接続することのな

い施設となることから，設置許可基準規則第 12 条第 6 項及び第 7 項に適合す

ることを確認した。 

サプレッション・チェンバ 

ドライウェル 

原子炉 
圧力 
容器 

セパレータ 冷却器 

加熱器 

再結合器 

（可搬式再結合装置） 

他の可搬式再結合装置を接続する 

ブロワ 

サプレッション・チェンバ 

ドライウェル 

原子炉 
圧力 
容器 

セパレータ 冷却器 

加熱器 

再結合器 
ブロワ 

セパレータ 冷却器 

加熱器 

再結合器 
ブロワ 



共用・相互接続設備　抽出表 別紙2-1

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

直接関連系
（燃料集合体）

チャンネルボックス

○

○

○
直接関連系
（原子炉停止系の
制御棒による系）

水圧制御ユニット（ｽｸﾗﾑﾊﾟｲﾛｯﾄ弁，ｽｸﾗﾑ弁，
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，窒素容器，配管，弁) ○

○

○

○

制御棒駆動機構 ○

制御棒駆動機構ハウジング ○

○

3)原子炉冷却材圧力バ
ウンダリの過圧防止機
能

逃がし安全弁（安全弁
としての開機能） ○

○

直接関連系
（残留熱除去系
（原子炉停止時冷
却モード））

熱交換器バイパス配管及び弁 ○

○

　ﾀｰﾋﾞﾝへの蒸気供給配管，弁 ○

　ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁 ○

　ｽﾄﾚｰﾅ ○

　復水貯蔵槽 ○

　復水貯蔵槽出口水源切換弁 ○

　ポンプの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁 ○
　潤滑油冷却器及びその冷却器までの
　冷却供給配管 ○

○

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁 ○

ｽﾄﾚｰﾅ ○

復水貯蔵槽 ○

復水貯蔵槽出口水源切換弁 ○

ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁 ○

○

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管 ○

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁） ○

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

制御棒案内管

直接関連系
（逃がし安全弁
（手動逃がし機
能））

制御棒駆動機構ハウジング

中性子束計装管ハウジング

燃料支持金具

4)原子炉停止後の除熱
機能

残留熱を除去する系統
（残留熱除去系（原子
炉停止時冷却モー
ド），原子炉隔離時冷
却系，高圧炉心注水
系,逃がし安全弁（手
動逃がし機能），自動
減圧系（手動逃がし機
能））

制御棒駆動機構

制御棒駆動機構カップリング

制御棒駆動機構ラッチ機構

炉心シュラウド

シュラウドサポート

制御棒駆動機構ハウジング

制御棒

炉心支持板

冷却材再循環ポンプ

配管，弁

燃料集合体（スペーサ）

制御棒カップリング

原子炉冷却材圧力バウ
ンダリを構成する機
器・配管系（計装等の
小口径配管・機器は除
く。）

原子炉圧力容器

隔離弁

燃料集合体（下部タイプレート）

上部格子板

制御棒案内管

原子炉停止系の制御棒
による系（制御棒及び
制御棒駆動系（スクラ
ム機能））

制御棒カップリング

炉心支持構造物（炉心
シュラウド，シュラウ
ドサポート，上部格子
板，炉心支持板，制御
棒案内管），燃料集合
体（但し，燃料を除
く。）

2)未臨界維持機能
原子炉停止系（制御棒
による系，ほう酸水注
入系）

1)原子炉の緊急停止機
能

制御棒カップリング

制御棒

制御棒駆動機構カップリング

ほう酸水注入系（ほう酸水注入ポンプ,注入弁,タンク出口弁,ほ
う酸水貯蔵タンク,ポンプ吸込配管及び弁,注入配管及び弁）

直接関連系
（原子炉停止系の
制御棒による系）

高圧炉心注水系　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，配管，弁，注入
ヘッダ）

逃がし安全弁（手動逃がし機能）

逃がし安全弁（安全弁開機能）

直接関連系
（高圧炉心注水
系）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交換
器，原子炉停止時冷却モードのルートとなる配管及び弁）

原子炉隔離時冷却系（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，ﾀｰﾋﾞﾝ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮ
ﾝ・ﾌﾟｰﾙから注水先までの配管，弁）

構築物，系統又は機器

燃料集合体（上部タイプレート）

重要度分類指針

PS-1

その損傷又は故障により
発生する事象によって，
(a)炉心の著しい損傷又は
(b)燃料の大量の破損
を引き起こすおそれのあ
る構築物，系統及び機器

3)炉心形状の維持機能

1)原子炉冷却材圧力バ
ウンダリ機能

2)過剰反応度の印加防
止機能
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共用・相互接続設備　抽出表

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

構築物，系統又は機器

重要度分類指針

○

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管 ○

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁） ○

○

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝの配管，弁 ○

ｽﾄﾚｰﾅ ○

○

ﾀｰﾋﾞﾝへの蒸気供給配管，弁 ○
ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁 ○
ｽﾄﾚｰﾅ ○
復水貯蔵槽 ○
復水貯蔵槽出口水源切換弁 ○
ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁 ○
潤滑油冷却器及びその冷却器までの冷却水供
給配管 ○

○

ｽﾄﾚｰﾅ ○

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁 ○

復水貯蔵槽 ○

復水貯蔵槽出口水源切換弁 ○

ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁 ○

○

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管 ○

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁） ○

○
共用

（不活性ガス系
（MS-3））

ダイヤフラムフロア ○

ベント管 ○

スプレイ管 ○

ベント管付真空破壊弁 ○

逃がし安全弁排気管のｸｴﾝﾁｬ ○

○
相互接続

（計装用圧縮空気
系（MS-3））

直接関連系
（原子炉建屋原子
炉区域）

原子炉建屋常用換気空調系隔離弁 ○

○
共用

（不活性ガス系
（MS-3））

直接関連系
（原子炉格納容器
隔離弁及び格納容
器バウンダリ配
管）

主蒸気隔離弁駆動用空気又は窒素源
（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから主蒸気隔離弁までの
配管，弁）

○

○

○

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝの配管，弁 ○

ｽﾄﾚｰﾅ ○

○

乾燥装置（乾燥機能部分） ○
主排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機
能）

○

直接関連系
（可燃性ガス濃度
制御系）

残留熱除去系（再結合装置への冷却水供給を
司る部分） ○

○

直接関連系
（自動減圧系
（逃がし安全
弁））

遮蔽設備（原子炉遮蔽壁，一次遮蔽壁，二次遮蔽壁）

自動減圧系（逃がし安全弁）

可燃性ガス濃度制御系　（再結合装置，原子炉格納容器から再結
合装置までの配管，弁，再結合装置から原子炉格納容器までの配
管，弁）

直接関連系
（原子炉格納容
器）

1)異常状態発生時に原子
炉を緊急に停止し，残留
熱を除去し，原子炉冷却
材圧力バウンダリの過圧
を防止し，敷地周辺公衆
への過度の放射線の影響
を防止する構築物，系統
及び機器

非常用炉心冷却系（低
圧注水系，原子炉隔離
時冷却系，高圧炉心注
水系，自動減圧系）

MS-1

5)炉心冷却機能

原子炉格納容器，原子
炉格納容器隔離弁，原
子炉格納容器ｽﾌﾟﾚｲ冷
却系，原子炉建屋，非
常用ガス処理系，非常
用再循環ガス処理系，
可燃性ガス濃度制御系

6)放射性物質の閉じ込
め機能，放射線の遮蔽
及び放出低減機能

自動減圧系（手動逃がし機能）

原子炉格納容器隔離弁及び格納容器バウンダリ配管

主蒸気流量制限器

非常用ガス処理系（乾燥装置，排風機，ﾌｨﾙﾀ装置，原子炉建屋原
子炉区域吸込口から主排気筒頂部までの配管，弁）

残留熱除去系（格納容器ｽﾌﾟﾚｲ冷却ﾓｰﾄﾞ）　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交換器，
ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙからｽﾌﾟﾚｲ先（ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ及びｻﾌﾟ
ﾚｯｼｮﾝ・ﾁｪﾝﾊﾞ気相部）までの配管，弁，ｽﾌﾟﾚｲ・ﾍｯﾀﾞ（ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ及
びｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ））

高圧炉心注水系（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙから
注水先までの配管，弁，注水ﾍｯﾀﾞ）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

直接関連系
（残留熱除去系
（低圧注水モー
ド））

直接関連系
（残留熱除去系
（格納容器ｽﾌﾟﾚｲ冷
却ﾓｰﾄﾞ））

直接関連系
（非常用ガス処理
系）

直接関連系
（高圧炉心注水
系）

直接関連系
（自動減圧系
（手動逃がし機
能））

残留熱除去系（低圧注水モード）　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，ｻ
ﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙから注水先までの配管，弁（熱交換器ﾊﾞｲﾊﾟｽﾗｲﾝ含
む），注水ﾍｯﾀﾞ）

原子炉隔離時冷却系　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙ，ﾀｰﾋﾞﾝ，ｻﾌﾟﾚｯ
ｼｮﾝ・ﾌﾟｰﾙから注水先までの配管，弁）

原子炉建屋原子炉区域（ブローアウトパネル付き）

原子炉格納容器　（格納容器本体，貫通部，所員用エアロック，
機器搬入ハッチ，座部鉄筋コンクリートマット）
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共用・相互接続設備　抽出表

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

構築物，系統又は機器

重要度分類指針

○

○

○ 相互接続

燃料系（軽油タンク～機関） ○

始動用空気系（空気だめ～機関） ○

吸気系 ○

冷却水系 ○

○
共用

（下部中央制御
室を除く）

共用

○

共用
（下部中央制御
室の換気を除

く）

○

直接関連系
（原子炉補機冷却
水系）

ｻｰｼﾞﾀﾝｸ ○

○

ｽﾄﾚｰﾅ（異物除去機能を司る部分） ○

非常用取水設備

○

○

共用
共用

（燃料プール冷却
浄化系（PS-3））

共用

共用
直接関連系
（燃料取扱設備）

原子炉ウェル

2)通常運転時及び運転時
の異常な過渡変化時に作
動を要求されるもので
あって，その故障によ
り，炉心冷却が損なわれ
る可能性の高い構築物，
系統及び機器

1)安全弁及び逃がし弁
の吹き止まり機能

逃がし安全弁（吹き止
まり機能に関連する部
分）

ポンプミニマムフローラインの配管，弁

ストレーナ

共用

直接関連系
（原子炉建屋原子
炉区域）

原子炉建屋常用換気空調系隔離弁
相互接続

（計装用圧縮空気
系（MS-3））

乾燥装置（乾燥機能部分）

主排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機
能）

中央制御室遮蔽

直接関連系
（非常用ガス処理
系）

原子炉緊急停止の安全保護回路

直接関連系
（残留熱除去系
（使用済燃料プー
ル水の補給））

・非常用炉心冷却系作動の安全保護回路
・主蒸気隔離の安全保護回路
・原子炉格納容器隔離の安全保護回路
・非常用ガス処理系作動の安全保護回路

直接関連系
（原子炉補機冷却
海水系）

非常用直流電源系　（蓄電池（非常用），蓄電池（非常用）から
非常用負荷までの配電設備及び電路）

非常用交流電源系（非常用ディーゼル発電機，発電機から非常
用負荷までの配電設備及び電路）

主蒸気系

原子炉隔離時冷却系ﾀｰﾋﾞﾝ蒸気供給ﾗｲﾝ（原子炉冷却材圧力バウン
ダリから外れる部分であって外側隔離弁下流からタービン止め弁
まで）

燃料プール冷却浄化系の燃料プール入口逆止弁

逃がし安全弁（吹き止まり機能に関連する部分）

残留熱除去系（使用済燃料プール水の補給）（ポンプ，サプレッ
ション・プール，サプレッション・プールから使用済燃料プール
までの配管，弁）

原子炉補機冷却海水系
（ﾎﾟﾝﾌﾟ，配管，弁，ｽﾄﾚｰﾅ（MS-1関連））

1)PS-2の構築物，系統及
び機器の損傷又は故障に
より敷地周辺公衆に与え
る放射線の影響を十分小
さくするようにする構築
物，系統及び機器

2)放射性物質放出の防
止機能

気体廃棄物処理系の隔
離弁，主排気筒（非常
用ガス処理系排気管の
支持機能以外）

燃料集合体落下事故時
放射能放出を低減する
系

1)使用済燃料プール水
の補給機能

非常用補給水系

燃料取扱設備

MS-2

放射性廃棄物処理施設
（放射能インベントリ
の大きいもの），使用
済燃料プール（使用済
燃料貯蔵ラックを含
む）

1)その損傷又は故障によ
り発生する事象によっ
て，炉心の著しい損傷又
は燃料の大量の破損を直
ちに引き起こすおそれは
ないが，敷地外への過度
の放射性物質の放出のお
それのある構築物，系統
及び機器

3)燃料を安全に取り扱
う機能

PS-2

2)安全上特に重要な関
連機能

非常用所内電源系，制
御室及びその遮蔽，非
常用換気空調系，非常
用補機冷却水系（いず
れも，MS-1関連のも
の）

1)原子炉冷却材を内蔵
する機能（ただし，原
子炉冷却材圧力バウン
ダリから除外されてい
る計装等の小口径のも
の及びバウンダリに直
接接続されていないも
のは除く。）

1)工学的安全施設及び
原子炉停止系への作動
信号の発生機能

安全保護系

2)安全上必須なその他の
構築物，系統及び機器

2)原子炉冷却材圧力バ
ウンダリに直接接続さ
れていないものであっ
て，放射性物質を貯蔵
する機能

直接関連系
（非常用交流電源
系）

主蒸気系，原子炉冷却
材浄化系（いずれも，
格納容器隔離弁の外側
のみ）

原子炉冷却材浄化系（原子炉冷却材圧力バウンダリから外れる部
分）

中央制御室

中央制御室換気空調系（放射線防護機能及び有毒ガス防護機
能）　（非常用再循環送風機，非常用再循環ﾌｨﾙﾀ装置，空調ﾕﾆｯ
ﾄ，送風機，排風機，ダクト及びダンパ）

原子炉補機冷却水系
（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交換器，非常用系負荷冷却ﾗｲﾝ配管，弁）

計測制御用電源設備　（電源装置から非常用計測制御装置までの
配電設備及び電路）

気体廃棄物処理系隔離弁

気体廃棄物処理系　（活性炭式希ガスホールドアップ装置）

使用済燃料プール　（使用済燃料貯蔵ラックを含む）

新燃料貯蔵庫（臨界を防止する機能）
　　（減速材流入防止堰又は新燃料貯蔵ラック）

燃料取替機

主排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機能以外の部分）

原子炉建屋クレーン

原子炉建屋原子炉区域（ブローアウトパネル付き）

非常用ガス処理系
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共用・相互接続設備　抽出表

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

構築物，系統又は機器

重要度分類指針

2)異常状態の緩和機能 BWRには対象機能なし。

3)制御室外からの安全
停止機能

制御室外原子炉停止装
置（安全停止に関連す
るもの）

冷却材再循環系

共用
（圧力抑制室ﾌﾟｰﾙ

排水系）

相互接続

共用
（液体廃棄物処理

系）

共用
（固体廃棄物処理

系）

共用

共用

固定子冷却装置

発電機水素ガス冷却装置

軸密封油装置

励磁電源系

主蒸気系（主蒸気／駆動源）

タービン制御系

タービン潤滑油系

直接関連系
（復水系（復水器
含む））

復水器空気抽出系（蒸気式空気抽出系，配管
／弁）

直接関連系
（給水系）

駆動用蒸気

直接関連系
（循環水系）

取水設備（屋外トレンチを含む） 共用
共用

（放水設備（PS-
3））

共用

共用

油劣化防止装置 共用
冷却装置 共用

共用

変圧器（起動用開閉所変圧器，起動変圧器，予備電源変圧器，
工事用変圧器，共通用高圧母線，共通用低圧母線）

焼却炉建屋

直接関連系
（蒸気タービン）

液体廃棄物処理系　（低電導度廃液系，高電導度廃液系）

・格納容器内圧力
・サプレッション・チェンバ・プール水温
・格納容器内放射線レベル

［低温停止への移行］
・原子炉圧力
・原子炉水位（広帯域）
［ドライウェルスプレイ］
・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・格納容器内圧力
［サプレッション・プール冷却］
・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・サプレッション・チェンバ・プール水温
［可燃性ガス濃度制御系起動］
・格納容器内水素濃度
・格納容器内酸素濃度

冷却材再循環ポンプ

圧力抑制室ﾌﾟｰﾙ水排水系　（圧力抑制室ﾌﾟｰﾙ水ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）

1)異常状態の起因事象と
なるものであって，PS-1
及びPS-2以外の構築物，
系統及び機器

3)放射性物質の貯蔵機
能

PS-3

4)電源供給機能（非常
用を除く）

2)異常状態への対応上特
に重要な構築物，系統及
び機器

1)事故時のプラント状
態の把握機能

2)原子炉冷却材の循環
機能

原子炉冷却材圧力バウ
ンダリから除外される
計装等の小口径配管，
弁

計装配管，弁

試料採取系配管，弁

ドレン配管，弁

ベント配管，弁

・中性子束（起動領域モニタ）
・原子炉スクラム用電磁接触器の状態
・制御棒位置

中央制御室外原子炉停止装置（安全停止に関連するもの）の操作
回路

－

発電機及びその励磁装置（発電機，励磁機）

タービン，
発電機及びその励磁装
置，
復水系（復水器を含
む）
給水系，
循環水系，
送電線，
変圧器，
開閉所

放射性廃棄物処理施設
（放射能インベントリ
の小さいもの）　注）
液体廃棄物処理系

注）現状では，液体及
び固体の放射性廃棄物
処理系が考えられる。

直接関連系
（変圧器）

事故時監視計器の一部

復水貯蔵槽

・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・原子炉圧力

直接関連系
（発電機及び励磁
装置）

蒸気タービン（主タービン，主要弁，配管）

循環水系　（循環水ポンプ，配管／弁）

常用所内電源系（発電機又は外部電源系から所内負荷までの配電
設備及び電路（MS-1関連以外），蓄電池（常用），蓄電池（常
用）から常用負荷までの配電設備及び電路（MS-1関連以外），計
測制御用電源設備（電源装置から常用計測制御装置までの配電設
備及び電路（MS-1関連以外）））

1)原子炉冷却材保持機
能（PS-1,PS-2以外のも
の）

500kV送電線及び154kV送電線

変圧器（所内変圧器）

開閉所（母線，遮断器，断路器，電路）

給水系（電動駆動給水ポンプ，タービン駆動給水ポンプ，給水加
熱器，配管／弁）

固体廃棄物処理系　（原子炉冷却材浄化系粉末樹脂沈降分離
槽，使用済樹脂槽，濃縮廃液タンク，固体廃棄物処理系固化装
置，固体廃棄物処理建屋，固体廃棄物貯蔵庫）

使用済燃料輸送容器保管建屋

新燃料貯蔵庫

新燃料貯蔵ラック

復水系（復水器を含む）　（復水器，復水ポンプ，配管／弁）
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共用・相互接続設備　抽出表

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

構築物，系統又は機器

重要度分類指針

5)プラント計測・制御
機能（安全保護機能を
除く）

原子炉制御系，
運転監視補助装置（制
御棒価値ミニマイ
ザ），
原子炉核計装系の一
部，
原子炉プラント・プロ
セス計装の一部

共用

直接関連系
（所内ボイラ設
備）

所内ボイラ用変圧器から所内ボイラ給電部
までの配電設備及び電路 共用

共用
相互接続

後部冷却器

気水分離器

空気貯槽 相互接続

直接関連系
（タービン補機冷
却水系）

サージタンク

相互接続
直接関連系
（復水補給水系）

復水貯蔵槽 相互接続

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管

駆動用窒素源（アキュムレータ，アキュム
レータから逃がし安全弁までの配管，弁）

原子炉圧力容器からタービン・バイパス弁ま
での主蒸気配管

駆動用油圧源（アキュムレータ，アキュム
レータからタービン・バイパス弁までの配
管，弁）

2)出力上昇の抑制機能

冷却材再循環流量制御
系（ポンプ・トリップ
機能），制御棒引抜監
視装置

ポンプサクションフィルタ

ポンプミニマムフローライン配管，弁

タービンへの蒸気供給配管，弁

ポンプミニマムフローライン配管，弁

潤滑油冷却器及びその冷却器までの冷却水供
給配管

4)原子炉冷却材の再循
環流量低下の緩和機能

冷却材再循環ポンプMG
セット

5)タービントリップ
BWRには対象機能な
し。

共用

情報収集設備 共用
通信連絡設備 共用
資料及び器材 共用
遮蔽設備 共用

共用

共用
（固定モニタリン
グ設備，気象観測
設備，焼却炉建屋
排気筒放射線モニ
タ，焼却炉建屋放

射線モニタ）

直接関連系
（計装用圧縮空気
設備）

逃がし安全弁（逃がし弁機能）

MS-3

2)原子炉冷却材中放射性
物質濃度を通常運転に支
障のない程度に低く抑え
る構築物，系統及び機器

1)核分裂生成物の原子
炉冷却材中への放散防
止機能

6)プラント運転補助機
能

1)原子炉圧力の上昇の
緩和機能

3)原子炉冷却材の補給
機能

制御棒駆動水圧系，原
子炉隔離時冷却系

タービン補機冷却海水系（タービン補機冷却海水ポンプ，配管／
弁，ストレーナ）

所内ボイラ設備（所内ボイラ，給水タンク，給水ポンプ，配管
／弁）

所内蒸気系及び戻り系（ポンプ，配管／弁）

タービン補機冷却水系（タービン補機冷却ポンプ，熱交換器，配
管／弁）

計装用圧縮空気設備（空気圧縮機，中間冷却器，配管，弁）

燃料被覆管

所内ボイラ設備，計装
用圧縮空気系

・原子炉制御系（制御棒価値ミニマイザを含む）
・原子炉核計装系の一部
・原子炉プラント・プロセス計装の一部

2)原子炉冷却材の浄化
機能

・冷却材再循環流量制御系（ポンプ・トリップ機能）
・制御棒引抜阻止機能
・選択制御棒挿入機構

直接関連系
（タービン・バイ
パス弁）

放射線監視設備

直接関連系
（逃がし安全弁
（逃がし弁機
能））

原子炉冷却材浄化系，
復水浄化系

原子力発電所緊急時対
策所，試料採取系，通

冷却材再循環ポンプMGセット

5号炉原子炉建屋内緊急時対策所

試料採取系（異常時に必要な原子炉冷却材放射性物質濃度サンプ
リング分析及び原子炉格納容器雰囲気放射性物質濃度サンプリン
グ分析機能を有する範囲）

通信連絡設備（1つの専用回路を含む複数の回路を有する通信連
絡設備）

直接関連系
（5号炉原子炉建屋
内緊急時対策所）

1)運転時の異常な過渡変
化があっても，MS-1,MS-2
とあいまって，事象を緩
和する構築物，系統及び
機器

タイロッド

制御棒駆動水圧系（ポンプ，復水貯蔵槽，復水貯蔵槽から制御棒
駆動機構までの配管及び弁）

原子炉隔離時冷却系（ポンプ，タービン，復水貯蔵槽，復水貯蔵
槽から注入先までの配管，弁）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

タービン・バイパス弁

原子炉冷却材浄化系（再生熱交換器，非再生熱交換器，ポンプ，
ろ過脱塩装置，配管，弁）

直接関連系
（制御棒駆動水圧
系）

復水浄化系（復水ろ過装置，復水脱塩装置，配管，弁）

逃がし安全弁（逃がし
弁機能），タービン・
バイパス弁

復水補給水系（復水移送ポンプ，配管／弁）

原子炉補機冷却水系(MS-1)関連以外（配管／弁）

－

上部端栓，下部端栓

燃料被覆管

 12条-別紙2-1-5 



共用・相互接続設備　抽出表

分類 定義 機能
重要安全施設

（該当するものに
○）

共用／相互接続
あり

関連する別系統の
共用／相互接続

あり

柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

構築物，系統又は機器

重要度分類指針

共用

共用

圧力調整用消火ポンプ，電動駆動消火ポン
プ，ディーゼル駆動消火ポンプ 共用

ろ過水タンク 共用
火災検出装置（受信機含む）

防火扉，防火ダンパ，耐火壁，隔壁（消火
設備の機能を維持・担保するために必要な
もの）

共用

共用
直接関連系
（安全避難通路）

安全避難用扉 共用

共用

津波監視カメラ

消火系（二酸化炭素消火設備，等）

2)異常状態への対応上必
要な構築物，系統及び機
器

1)緊急時対策上重要な
もの及び異常状態の把
握機能

直接関連系
（消火系）

策所，試料採取系，通
信連絡設備，放射能監
視設備，事故時監視計
器の一部，消火系，安
全避難通路，非常用照
明

事故時監視計器の一部

非常用照明

安全避難通路

消火系（水消火設備，泡消火設備）

 12条-別紙2-1-6 



 
別紙 2-2 

 

 

12 条－別紙 2－2－1 

共用・相互接続設備 概略図 

 

（１）非常用交流電源系，500kV 送電線及び 154kV 送電線，変圧器（起動用開

閉所変圧器，起動変圧器，予備電源変圧器，共通用高圧母線，共通用低

圧母線），開閉所（超高圧開閉所機器，起動用開閉所機器，154kV 開閉所

機器） 

 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－3 

（２）中央制御室（下部中央制御室を除く）， 

中央制御室換気空調系（下部中央制御室の換気を除く） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

 

  

6/7号炉　中央制御室（共用）

6号炉
下部中央制御室
（号機単独）

7号炉
下部中央制御室
（号機単独）

7号炉換気空調系（一部共用）
※6号炉換気空調系も同様

（給気処理装置）

（再循環フィルタ）

共用

号機
単独

中央制御室 

6 号炉 

制御盤 

７号炉中央制御室 
換気空調系 

7 号炉 

制御盤 

再循環 
フィルタ 

再循環 
送風機 

給気処理 
装置 

送風機 
100%×2 台 

６号炉中央制御室 
換気空調系 

再循環 
フィルタ 

再循環 
送風機 

給気処理 
装置 

送風機 
100%×2 台 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－4 

（３）使用済燃料プール（使用済燃料貯蔵ラックを含む），燃料プール冷却浄

化系，燃料取替機，原子炉建屋クレーン，燃料プール冷却浄化系の燃料

プール入口逆止弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：共用範囲 

燃料プール 
スキマサージ 
タンク 

ポンプ 
ろ過脱塩装置 

熱交換器 

燃料取替機 

原子炉建屋クレーン 

燃料ラック 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－5 

（４）圧力抑制室プール水排水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧力抑制室プール水 
サージタンク 

圧力抑制室プール水 
サージポンプ 

５号機残留熱除去系 

５号機液体廃棄物処理系 

６号機残留熱除去系 

６／７号機液体廃棄物処理系 

７号機残留熱除去系 

系統境界 

系統境界 

圧力抑制室プール水 
サージタンク室 

圧力抑制室プール水 
サージポンプ室 

５号機原子炉建屋 

屋外トレンチ 

６号機原子炉建屋 

７号機原子炉建屋 

連絡トレンチ 

連絡 
トレンチ 

５号機 
タービン 
建屋 

６／７号機廃棄物処理建屋 

６，７号機 
共用 

５，６，７号機 
共用 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－6 

（５）液体廃棄物処理系 

低電導度廃液系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高電導度廃液系 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低電導度

廃液系収

集槽（Ａ） 

低電導度

廃液系収

集槽（Ｂ） 

低電導度

廃液系収

集槽（Ｃ） 

６
，
７
号
機 

各
建
屋
低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
等 

低電導度廃液系 
収集ポンプ 
（Ａ），（Ｂ） 

低電導度

廃液系ろ

過器（Ａ） 

 

低電導度

廃液系ろ

過器（Ｂ） 

 

低電導度

廃液系脱

塩塔（Ａ） 

 

低電導度

廃液系脱

塩塔（Ｂ） 

 

低電導度

廃液系サ

ンプル槽

（Ａ） 

低電導度

廃液系サ

ンプル槽

（Ａ） 

低電導度廃液系 
サンプルポンプ

（Ａ），（Ｂ） 

低電導度廃液系 
通水ポンプ 
（Ａ），（Ｂ） 

 
６号機 

復水貯蔵槽 

 

 
７号機 

復水貯蔵槽 

 

部：６，７号機共用、 設置場所：６／７号機廃棄物処理建屋 

高電導度

廃液系収

集タンク

（Ａ） 
 

高電導度

廃液系収

集タンク

（Ｂ） 
 

高電導度

廃液系収

集タンク

（Ｃ） 
 

高電導度

廃液系サ

ンプル槽

（Ａ） 
 
 

高電導度

廃液系サ

ンプル槽

（Ｂ） 
 
 

 
高電導度

廃液系 
脱塩塔 

 

高電導度

廃液系 
蒸留水 
タンク 

 
高電導度

廃液系 
濃縮装置 

６
，
７
号
機 

各
建
屋
高
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
等 

高電導度廃液系 
収集ポンプ 
（Ａ），（Ｂ），（Ｃ） 

高電導度廃液系 
蒸留水ポンプ 

 
６，７号機 
復水貯蔵槽 

 

６号機 
放出カナル 

 

７号機 
放出カナル 

 

５号機 
放出カナル、 
高電導度廃液系 
貯留水ポンプ 

５号機 
高電導度廃液系 
サンプルポンプ 

５号機 
高電導度廃液系 

 
（収集タンク） 
５号機原子炉建屋 

高電導度廃 
液系 
サンプル 
ポンプ 
（Ａ），（Ｂ） 

部：６，７号機共用、 設置場所：６／７号機廃棄物処理建屋     部：５，６，７号機共用 

連絡トレンチ 

６号機タービン建屋 

７号機タービン建屋 連絡トレンチ 

連絡トレンチ 

連絡トレンチ 

５号機タービン建屋、原子炉建屋 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－7 

（６）固体廃棄物処理系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高電導度廃液系 
濃縮装置濃縮廃液 

濃縮廃液タンク 

固化装置 
固 体 廃棄 物

貯 蔵 庫 

濃縮廃液系（5号，6号及び 7号炉共用，一部既設） 

使用済樹脂系（6号及び 7号炉共用） 

原子炉冷却材浄化系 
使用済樹脂 
燃料プール冷却浄化

系使用済樹脂 
復水浄化系復水ろ過

装置廃スラッジ 
低電導度廃液系ろ過

装置廃スラッジ 

復水浄化系 
脱塩装置使用済樹脂

低電導度廃液系 
脱塩装置使用済樹脂

高電導度廃液系 
脱塩装置使用済樹脂 

冷却材浄化系 
沈降分離槽 

使用済樹脂槽 

雑固体系（可燃性雑固体廃棄物） 

（不燃性雑固体廃棄物） 

雑 固 体 廃 棄 物 
焼 却 設 備 

1 号，2 号，3 号，4 号，

5 号，6 号及び 7 号炉

共用，一部既設 

減 容 装 置 

5 号，6 号及び 7 号

炉共用，既設 

5 号，6 号及び

7 号炉共用，既

設 

1 号，2 号，3 号，4 号，

5 号，6 号及び 7 号炉

共用，既設 

固型化処理 
（モルタル充填） 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－8 

（７）取水設備，放水設備 

 

 

作成中 

 

（８） 

 

作成中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#5 #6 #7 
#1 

#7 

#2 
#3 #4 

南防波堤 

北防波堤 南防波堤 

取水設備 
（カーテン・ウォール） 

放水設備 

（5 号，6 号及び 7 号炉共用，既設） 

（5 号，6 号及び 7 号炉共用，既設） 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－9 

（８）所内ボイラ，所内蒸気系及び戻り系 

所内ボイラ及び所内蒸気系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
給水タンク 

（Ａ） 

 
給水タンク 

（Ｂ） 

 
 

 

№３高起動変圧器 

６６ＫＶ北側開閉所 

補助ボイラー変圧器 
（Ａ），（Ｂ），（Ｃ） 

補助ボイラー 
（４Ｃ） 

補助ボイラー 
（４Ｂ） 

補助ボイラー 
（４Ａ） 

給水ポンプ 
（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），

蒸気だめ 
（Ａ） 

蒸気だめ 
（Ｂ） 

大気放出 
 

７号機 
原子炉建屋  タービン建屋 

６，７号機 
廃棄物処理建屋 

６号機 
原子炉建屋      タービン建屋 

５号機 
原子炉建屋   タービン建屋 

５号機 
洗濯設備 

補助ボイラー建屋 

連絡ト

レンチ 

部：６，７号機共用、      部：５，６，７号機共用      部：１～７号機共用 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－10 

所内蒸気戻り系 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（９）不活性ガス系 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒸発器 

液体窒素貯蔵タンク 

：共用範囲 

５号機 
格納容器へ 

６号機 
格納容器へ 

７号機 
格納容器 

５号機 ６号機 ７号機 

AO 

AO 

AO 

７号機 
 

原子炉建屋 
 
 

タービ建屋 
 

５号機 
 

原子炉建屋 
 
 
 
 

タービ建屋 
 

６，７号機 
廃棄物処理建屋 

６号機 
 

原子炉建屋 
 
 

タービ建屋 
 

連絡ト

レンチ 
連絡ト

レンチ 

給水タンク 
（Ａ） 

給水タンク 
（Ｂ） 

補助ボイラー建屋 

部：６，７号機共用、    部：５，６，７号機共用 

凝縮水回収 
ポンプ 

凝縮水回収 
ポンプ 

凝縮水回収 
ポンプ 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－11 

（１０）固定モニタリング設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

● 

● ● 
● 

● 

● 

● 

凡例 
●モニタリングポスト 

モニタリングポスト（№4） 

モニタリングポスト（№1） 

モニタリングポスト（№2） 

モニタリングポスト（№3） 

モニタリングポスト（№5） 

モニタリングポスト（№6） 

モニタリングポスト（№7） 

モニタリングポスト（№8） 

モニタリングポスト（№9） 

モニタリングポスト設置状況 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－12 

（１１）気象観測設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

放射収支計 日射計 

ドップラー型風向風速計 

（標高85m，160m） 
風車型風向風速計 

（地上高10m） 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－13 

（１２）消火系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電動駆動 

消火ポンプ 

ディーゼル駆動 

消火ポンプ 

圧力調整用 

消火ポンプ×2 

5 号機 6 号機 7 号機 

No.４ 

ろ過水タンク 

No.３ 

ろ過水タンク 

No.２ 

ろ過水タンク 

No.１ 

ろ過水タンク 

ろ過水 

移送ポンプ 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－14 

（１３）安全避難通路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－16 

（１４）復水貯蔵槽，復水補給水系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

7 号炉 

復水貯蔵槽 

 

6 号炉 

復水貯蔵槽 

ポンプ 

7 号炉 

復水補給水系 

6 号炉 

復水補給水系 

ポンプ 



 
 

 

 

12 条－別紙 2－2－17 

（１５）計装用圧縮空気系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：相互接続部 

５号機 タービン建屋 

６号機 タービン建屋 

５号機 原子炉建屋 

６号機 原子炉建屋 

空気圧縮機 空気貯槽 

気水分離器 

気水分離器 

所内圧縮空気系 

空気圧縮機 空気貯槽 

高圧窒素ガス供給系 

高圧窒素ガス供給系 

所内圧縮空気系 

７号機 タービン建屋 

７号機 原子炉建屋 
気水分離器 高圧窒素ガス供給系 

空気圧縮機 空気貯槽 

所内圧縮空気系 

 


























































